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要 約
純心中学校では2018（平成30）年度、前年度に続き前期（5～7月）に、3年生全員がインター
ネットを利用したマンツーマンの英会話レッスンに取り組んだ。この取り組みは2017（平成29）
年度に初めて純心中学校で実施され、今回が2年目である。
この取り組みは、フィリピン在住の講師陣と英語でのコミュニケーションをオンラインで行う
ことにより英語コミュニケーション能力の向上を目指しているが、単なる英語学習の手段にとど
まらず、英語学習への意欲向上の貴重な機会となり、さらに英語の国際的な通用性に気づき、異
文化への興味・関心をも深める機会となることを目指している。
本稿では、今年度に実施したオンライン英語学習プログラムの成果を、リスニングテストのス
コア、生徒へのアンケート調査、レッスン受講の実施状況、実施後の感想の内容から検証し、オ
ンライン英語学習プログラムが中学生の英語力と学習意欲の向上にどのような影響をもたらした
かを考察し、合わせて克服すべき課題を指摘する。
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1．はじめに
純心中学校では2018（平成30）年度、前年度に続き前期（5～7月）に、3年生全員がインター
ネットを利用したマンツーマンの英会話レッスンに取り組んだ。この取り組みは長崎純心大学英
語情報学科において2013（平成25）年度から2018（平成30）年度まで大学1年生を対象に行われ
ている（株）レアジョブの英会話レッスンの紹介を受け、2017（平成29）年度に初めて純心中学
校で実施され、今回が2年目である1）。今年度は同様のオンライン授業を提供しているウェブリ
オ株式会社2）の「Weblio 英会話」を利用した。
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この取り組みは、フィリピン在住の講師陣と英語でのコミュニケーションをオンライン上で行
うことにより英語コミュニケーション能力の向上を目指しているが、単なる英語学習の手段にと
どまらず、英語学習への意欲向上の貴重な機会となり、さらに英語の国際的な通用性に気づき、
異文化への興味・関心をも深める機会となることを目指している。
本稿では、今年度、実施したオンライン英語学習プログラムの効果を、リスニングテストのス
コア、生徒へのアンケート調査、レッスン受講の実施状況、実施後の感想との関連から検証し、
オンライン英語学習プログラムが中学生の英語力と学習意欲の向上にどのような影響をもたらし
たかを考察し、合わせて克服すべき課題を指摘する。
2．オンライン英語学習プログラムの概要と特徴
今年度、ウェブリオ株式会社と提携し、純心中学校が導入したオンライン英語学習プログラム
は、グーグルクローム（ウェブブラウザ）上でウェブリオ株式会社開発のチャトシステム
（WebRTC）を使用して、フィリピン人講師との1回25分間の英語コミュニケーションのレッ
スンを受講するものである。
昨年度に続き、（株）レアジョブの提供するレッスンを実施する予定で、新年度の授業時間割
が確定した2018年3月末より日程と人数を打診し、スケジュール確定を目指した。しかし既に希
望する時間帯およびそれに近接した時間帯での予約は埋まっており授業実施の見込みが立たな
かったため、レアジョブでの授業実施は断念した。そこでオンライン授業『Weblio 英会話』を
提供しているウェブリオ株式会社に打診したところ、まだ予約可能であったため、実施する運び
となった。Weblio 英会話に関しては併設の純心女子高等学校において、2018年1月上旬、希望
者を対象とした3日間のオンライン授業の実施実績があったため、比較的スムーズに実施できた。
Weblio 英会話のレッスンはマイクとウェブカメラのついたパソコンかタブレットがあれば場
所を問わず24時間受講できる。内容は8段階のレベル別に用意され、日常会話練習教材、ビジネ
ス教材、ニュース教材、英語検定対策教材、教科書内容復習教材、留学準備教材など、学習者の
レベルやニーズに合わせて受講できる。オンライン授業中に疑問点があれば、独自のシステムを
活用し、講師のフィードバックを英文でレッスン中に確認することができる。講師はフィリピン
在住のフィリピン有名大学の学生およびその出身者であり、英会話講師の経験が1年以上あるも
ののみが現地子会社の研修受講後、指導業務にあたっている。
こうしたオンライン英会話の英語教育上の一般的な利点は、下記の5点にまとめることができ
る（姫野2013）。
⑴ 学習者と講師が一対一で行うマンツーマンレッスンであるから、学習者は周囲に遠慮する
ことなく、時間的に自分が好きなだけ話をすることができる。また、疑問点があればその場
で質問することができる。
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⑵ レッスンの受講時間帯の制約がない。早朝でも深夜でもできる。
⑶ 通学がいらない。場所を問わない。自宅でも学校でもどこでもできる。
⑷ レッスンを100％自分用にカスタマイズできる。
⑸ 「話す」「聴く」「読む」「書く」の4技能をすべて学べる。
本稿で報告する純心中学校での取り組みは長崎純心大学英語情報学科での6年間にわたる実施
の成果を基礎に実施されたものである（畠山、2017）。
3．導入の目的と経緯（前年の反省を踏まえ）
純心中学校では2年と3年で英会話授業を週1回実施している。普通学級を二つに分け、各ク
ラス15～20名の授業であり、検定教科書を扱う日本人教師のみによる英語授業より英語使用の機
会は多い。しかし2020年度に始まる大学入試の新しいシステムの中でも4技能のバランスよい英
語力が一層求められていく中で、「話す」、「聴く」技能を向上させるために一対一で英語を活用
できる本プログラムは通常の英会話授業に加えて一層有効である。その効果を列挙すれば以下の
2点にまとめることができる。
⑴ 学習者が英語でコミュニケーションすることを通して学習者が英語を話すことに「慣れ」、
英語を話すことを「楽しく」感じるようになり、それによって「英語を話すこと」に対する
「心理的抵抗感」を軽減する。
⑵ 「話す」「聴く」を中心とする英語でのコミュニケーション能力を向上させる。
昨年度は中学2年生全員を対象に、同じく5月～7月に5回、通常は英語多聴多読授業を行う
CALL教室で、多聴多読授業の代わりにオンライン英会話授業を実施した。5回という限られた
回数で、オンライン環境も良好とはいえず、映像と音声のやり取りが不完全な場面も多かった。
そのため、より良いオンライン環境の下で生徒たちに英語を学んでほしいという授業担当者の意
向もあり、今年度、再度同じ生徒たちを対象に授業を実施した。
昨年度の実施からは効果と課題として次の3点がまとめられた。
⑴ 実施前の5月と実施後となる7月に行われたリスニングテストの結果から、明らかに実施
後の点数の方が良いということが統計的にも確認されたが、この向上がオンライン授業のみ
の効果であるとは断定できず、以後の実践結果の継続的検証が望まれた。
⑵ ⑴と同様にオンライン授業実施の前後に「学習意欲アンケート」を行い、英語学習への意
欲向上などの変化を調査した。結果として生徒たちは英語でのコミュニケーションについて
自信を深め、不安が軽減し、より素早い応答やリスニング力向上に手ごたえを感じていたが、
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コミュニケーションや英語学習についての意欲向上、海外志向の向上には効果が認められな
い、という結果だった。
⑶ インタビュー調査では生徒たちはオンライン授業を概ね肯定的にとらえ、「学習意欲アン
ケート」の結果から読み取れたことと同様に、心理的抵抗感の軽減を実感している様子が確
認できた。
昨年度は検討課題として上記3点の他にも、実施時期、実施環境について次のようにまとめて
いた。実施時期に関しては、語彙力、文法力、リスニング力、リーディング力などいずれの部分
でも不十分な生徒も多く、講師から受ける指示に十分こたえられない状況が散見されたことから、
さらなる英語学習を重ねた上での実施が望ましいという見解が得られていた。また実施環境に関
してはCALL室のシステム環境に様々な制約があるため、今後も事前に十分な機器調整、また
予定される生徒数分のオンライン状況の確認が不可欠であると指摘された。
4．授業内容
純心中学校3年では検定教科書を扱う外国語（英語）が週4回、CALL教室での多聴多読授業
が週1回、英会話授業が週1回、コース別（一部習熟度別）の7校時授業が週1回実施されてい
る。今回は3年生の多聴多読授業の一部を活用し、5月に週1回3週連続、6月下旬と7月上旬
に各週1回2週連続、合計5回、オンライン授業を実施した。長崎純心大学英語情報学科の教職
課程履修学生4名のサポートを受け、木曜日の昼休みを挟んで4校時に3年1組、5校時に3年
2組に実施した。オンライン授業の効果を確認するため本プログラムの開始前5月上旬と実施後
7月中旬にそれぞれ英検3級程度のリスニング問題15問に取り組ませ、英語力の変化を調べた。
教材は、昨年度は事前にレアジョブのホームページからダウンロードした PDFファイルを生
徒数分印刷して配布したが、今年度Weblio 英会話では教材事前配布の必要がなく、オンライン
授業時間内でパソコンのディスプレイ上での使用のみであった。25分間のレッスンを挟み、主と
して実施後の空き時間には教職課程履修学生がオンライン授業の内容に関連してグループ分けし
た生徒を指導した。
授業内容としては、中学生など初心者向けの基本教材、日常英会話「Living Abroad 初級」か
ら、5月17日「あいさつ（Greeting）」、5月24日「食べ物（Food）」、5月31日「乗り物（Transportation）」、
6月28日「友達（Friends）」、7月5日「部活（Club）」を題材とした教材を利用した。いずれで
もモデルとなる会話文、ターゲットセンテンス、モデル質問内容などが示され、比較的コンパク
トな構成であった。
フィリピン人講師は英語力に応じて教材を使用し、生徒とのやり取りを進め、教材のすべてを
使い切るというよりも、時間的な制約と生徒の英語力に応じて臨機応変に授業を行っていた。生
徒たちは初回はやや緊張気味で、ネット回線の不調、カメラやヘッドセットなどパソコン周辺機
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器の不調も重なって、ぎこちない様子でもあったが、回を重ねるごとに楽しみながらより積極的
にオンライン授業に取り組むことができた。
授業にあたっては授業担当者の他、長崎純心大学英語情報学科の教職課程履修者4名も、教室
内を巡回して指導にあたり、オンライン状態の維持や回復、会話や機器の操作に行き詰った生徒
の補助、またレッスン終了後、授業の終了時間まで内容の復習をグループごとに行うなどした。
このグループワークは学んだばかりの表現をすぐに活用し、定着させる効果が大きかったと思わ
れる。大学生の指導に生徒達も楽しく学ぶことができた。
なお成績評価に関しては、パソコンの不調またネット回線の不調で十分授業を受けられなかっ
た生徒たちも複数いたため、通常の評価には反映させなかった。
5．1 成果（1）－プログラム実施前後でのリスニングテストの変化
オンライン学習の効果を確認するためプログラムの開始前の5月上旬（以下5月テストとす
る）と実施後の7月中旬（以下7月テストとする）にそれぞれ英検3級程度のリスニング問題15
問（15点満点）に取り組ませ、リスニング力の変化を調べた。5月テストと7月テストは同レベ
ルの別問題で実施した。受験者数は60名であった。
その結果は5月テストの平均点は10．78（標準偏差2．45）、7月テストの平均点11．5（標準偏差
2．68）であった。5月テストと7月テストの平均値の差を有意水準5％で両側検定の t 検定によ
り検討した。その結果、t（68）＝－2．319、p＜．05であり、平均値の差は有意であった。つまり
5月テストと7月テストの結果を比べた時、7月テストの点数の方が良いという事が統計的にも
確かめられ、リスニングテストの点数から見る限りリスニング力の向上が見られた。
昨年度もオンライン授業開始前の5月上旬（以下5月テストとする）と実施後の7月中旬（以
下7月テストとする）にそれぞれ英検3級程度のリスニング問題30問（30点満点）を用いリスニ
ング力の変化を調べた。5月テストと7月テストは同レベルの別問題で実施した。その結果は5
月テストの平均点は12．51（標準偏差5．034）、7月テストの平均点15．30（標準偏差5．077）であっ
た。5月テストと7月テストの平均値の差を有意水準5％で両側検定の t 検定により検討した。
その結果、t（68）＝－6．226、p＜．01であり、平均値の差は有意であった（畠山、里、脇山、2018）。
2年連続して5月テストと7月テストの結果を比べた時、明らかに7月テストの点数の方が良
いという事が統計的にも確かめられ、リスニングテストの点数から見る限りリスニング力の向上
が両年度とも見られた。
しかしながら、以上のようなリスニングテストの平均点の向上がオンライン授業のみの効果で
あると判断する事はやはり難しい。6月はオンライン授業はほとんど実施しておらず通常の授業
のみが実施された。通常授業の効果という点も加味する必要がある。しかし、わずか5回（1回
25分）の授業でのこの向上は講師とのマンツーマンの学習がリスニング力、引いてはスピーキン
グ力の向上にはかなり効果的であることを示唆しているとも考えられる。今後もこうした実践を
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継続し、その結果の検証が望まれる。
5．2 成果（2）－プログラム実施前後での学習者の英語学習意欲の変化
学習者の英語学習に対する意欲に変化が見られたかどうかを検証するために昨年同様、レア
ジョブが作成した「学習意欲アンケート」をプログラム開始前の5月と終了後の7月に実施した。
以下、5月のアンケートを「5月調査」、7月のアンケートを「7月調査」とする。
アンケートの質問は8項目で、それぞれの質問項目について4つの選択肢から最も適当と判断
した項目を選ぶ形式である。質問も選択肢も昨年実施したものと全く同じである。以下に質問と
選択肢を記す。
質問1 外国人と話すことに自信はあるか。
1．ある 2．多少ある 3．あまりない 4．全くない
質問2 外国人とのコミュニケーションに不安があるか
1．非常にある 2．多少ある 3．あまりない 4．全くない
質問3 外国人とのコミュニケーションが好きであるか
1．とても好き 2．まあまあ好き 3．あまり好きではない 4．嫌い
質問4 将来、英語を話せるようになりたいか
1．なりたい 2．少しなりたい 3．あまりなりたくない 4．全くなりたくない
質問5 留学や海外研修に行きたいか
1．非常に行きたい 2．まあまあ行きたい 3．あまり行きたくない
4．全く行きたくない
質問6 外国人と話す時、相手を理解できるか
1．不自由なく理解できる 2．まあまあ理解できる 3．あまり理解できない
4．全く理解できない
質問7 外国人と話すとき、文法や語彙を使えるか
1．不自由なく使える 2．まあまあ使える 3．あまり使えない 4．全く使えない
質問8 外国人と話すとき、即座に応答できるか
1．できる 2．多少できる 3．あまりできない 4．全くできない
集計は質問別に5月調査と7月調査の平均値を算出し、それぞれの質問項目の平均値の差を有
意水準5％で両側検定の t 検定により検討した。その結果は表1の通りであり、質問1、2にお
いてのみ、平均値の差は有意であった。
表1の結果から示唆されることは次の3点である。
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① 質問1（外国人と話すことに自信はあるか）は数値が下がるほど自信がある傾向を示すので
5月調査と7月調査の有意な変化は全体として生徒の外国人と話す事に対する自信の高まり
を示すと考えられる。
② 質問2（外国人とのコミュニケーションに不安があるか）は数値が上がるほど不安が軽減さ
れている事を示すので5月調査と7月調査の有意な変化は全体として生徒の外国人と話す時
の不安が減っている事を示すと考えられる。
③ その他の質問項目（外国人とのコミュニケーションが好きであるか、将来（英語を）話せる
ようになりたいか、外国人と話す時、相手を理解できるか、留学や海外研修に行きたいか、
外国人と話す時文法や語彙を使えるか、外国人と話すとき、即座に応答できるか）について
は5月調査と7月調査の平均値の有意差は認めらなかった。つまりこれらの質問に対する回
答傾向に変化はなかったという事である。
以上をまとめるとわずか5回ではあったが、オンライン学習プログラムを体験することによっ
て、全体として生徒たちは英語でのコミュニケーションに自信を深め、不安も軽減したと自己評
価している。しかし、その一方で外国人とのコミュニケーションを好きになったり、将来英語を
話せるようになりたいという意欲の向上や、留学に行きたいという海外志向の向上には効果はな
かったと判断できる。
昨年の調査結果と比較してみる。表2に昨年の結果を示す（畠山、里、脇山、2018）。
表2が示すように昨年は質問1、2、6、8の4つの質問において平均値の差は有意であった。
1と2に関しては今年も有意な変化があったが6と8には今年度、有意な変化は見られなかっ
た。昨年は質問6（外国人と話す時、相手を理解できるか）での5月調査と7月調査の有意な変
化は全体として生徒は外国人と英語で話すときに相手をより理解できるようになったと自覚して
いると考えられる。質問8（外国人と話すとき、即座に応答できるか）は5月調査と7月調査の
表1 2018年度の5月調査と7月調査の質問別平均値の差の検定結果
5月調査（n＝60） 7月調査（n＝60）
t（59）
平均 標準偏差 平均 標準偏差
質問1 2．97 ．802 2．57 ．722 2．836＊＊
質問2 1．78 ．761 2．40 ．807 －4．097＊＊
質問3 2．22 ．885 2．05 ．811 1．120
質問4 1．50 ．567 1．40 ．558 ．925
質問5 2．23 ．998 1．98 ．837 1．464
質問6 2．45 ．622 2．48 ．725 －．306
質問7 2．20 ．605 2．23 ．621 －．351
質問8 2．73 ．686 2．68 ．725 ．388
注：＊p＜．05，＊＊p＜．01
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有意な変化は全体として生徒は外国人と話す時に素早く応答できるようになったと判断している
と考えられる。しかし今年はそのような変化は見られなかった。その原因は何か。今後、検証す
べき課題である。
5．3 成果（3）－アンケート調査での生徒の感想
オンライン授業実施後、「学習意欲アンケート」とは別に、61名に感想文を書いてもらった。
この感想の中で、繰り返し現れる3つのキーワード（1）「楽しい」「楽しく」、（2）「難しい」「難
しく」、（3）「できる」「できない」に注目し、考察した。
（1）「楽しい」「楽しく」について
コミュニケーション・会話について、これらの表現は12回、勉強については1回、不明または
レッスン全般については13回用いられた。大まかに3人に1人はオンライン英会話について「楽
しい」という印象を持っているということがうかがえる。
（2）「難しい」「難しく」について
コミュニケーション・会話について8回、語彙について5回、作文・文構成について4回、不
明・その他全般について3回用いられた。コミュニケーションに関しては、はじめ感じていたコ
ミュニケーションの難しさが回を重ねるごとに楽しいものになっていく様子がうかがわれる。他
方、語彙や発話に関して難しさは最後まで残り、今後の学習に励みたいという感想が多く見られ
た。
（3）「できる」・「できない」について
表2 2017年度の5月調査と7月調査の質問別平均値の差の検定結果
5月調査（n＝70） 7月調査（n＝70）
t（69）
平均 標準偏差 平均 標準偏差
質問1 2．99 ．732 2．34 ．720 9．51＊＊
質問2 1．84 ．715 2．37 ．641 －6．770＊＊
質問3 1．96 ．788 2．06 ．778 －1．625
質問4 1．36 ．638 1．47 ．631 －1．730
質問5 2．14 ．785 2．06 ．931 1．229
質問6 2．47 ．607 2．33 ．557 2．439＊
質問7 2．19 ．546 2．19 ．519 ．000
質問8 2．74 ．652 2．46 ．674 4．409＊＊
注：＊p＜．05，＊＊p＜．01
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これらの表現が用いられている例を以下に示す。
・「初めは話すことができなくて少しとまどったけど、最後にはきちんと話すことができてよかっ
たです。」
・「優しい先生や面白い先生がいて、話したいことも多かったけど、楽しくできた。」
・「ウェブリオをやって外国の人と話すことが少しだけできるようになりました。…もっと外国
の人と話すことができるようになりたいと思います。」
・「まだまだ分からない単語はいっぱいありますが、外国人とすらすら話すことができるように
なりたいです。前より英語が聞き取ることができるようになったと思います。」
・「最後になるにつれて楽しく授業を受けることができてよかったです。」
・「毎回先生がかわって、いろいろな先生と話すことができました。そして将来英語を話せるよ
うになりたいと思いました。外国の先生と話すことができてよかったです。」
・「教材の内容が終わった後、自由に自分の好きなものや学校生活を習った文法を使って話すこ
とができました。」
・「英語の意味があまり理解できなかったけど、なんとなくしゃべれたからよかったです。もっ
としゃべれるようになりたいです。」
・「Weblio で海外の方と話す自信がつきました。実際、香港の高校生との交流の時も自分の思っ
ていることが相手にしっかり伝えることができました。」
・「外国人と話すことで楽しく英語を学ぶことができました。」
・「かなり理解できなかったので将来のために英語をもっとできるようになりたいと思います。」
・「先生がとてもやさしく、笑ってくれてうれしかったです。できなくてもがんばれました。楽
しく勉強できました。」
・「最初は自分の伝えたいことを英語で話すのは難しくて、伝わるはずないと思っていたけれど、
段々と回数を重ねるごとに、英語で伝えることができるようになってうれしかったです。とて
も楽しく話せることができ、これからもどんどん英語で話せるようになりたいです。」
・「優しい方が多く、楽しく外国人の方とお話しすることができて本当によかったです。」
・「分からなくても優しく教えてくれて安心できました。」
・「Weblio をする前より、英語で話せるようになったと感じるようになりました。」
・「最初は意味を理解できるかとか、答えられるかと不安だったけど、外国人の先生が優しくゆっ
くり話してくれたので、楽しく英会話ができました。」
・「受講前とくらべて、たくさんの単語を知ることができてよかったです。少し難しいところも
あったけれど、楽しくできたから良かった。」
・「外国人の発音をたくさん聞くことができてよかったと思う。最後の時は結構間を置かずにで
きたと思うから良かったです。」
・「難しい単語がたくさんあって理解できなかった。辞書で調べるところがあって助かった。」
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・「緊張して正しい文が作ることがあまりできなかったが、昨年よりはよかった。」
・「まだ話すことは難しいけれども、少しずつでも外国の方とお話ができるようにしていきたい
です。」
以上の感想のなかで、「できる」「できない」という表現が用いられたのは、主としてコミュニ
ケーションの成否に関してであった。英語の使用において、学習者の最大の関心事がコミュニケー
ションの成否にあることは全く当然であるが、日本語の話者もしくは理解者がいない場面を通常
の英語授業で実現することは困難であり、通常の授業ではコミュニケーションよりも語彙や文法
の正しさに関心が向きがちである。生徒たちの感想から、コミュニケーションの成功体験と学習
意欲向上に深い関係があることが推察される。
この他に前年度のオンライン授業との比較に関するコメントも複数あり、以下に列挙する。
・「今回の英会話の授業を受けて、昨年のレッスンの頃よりは不安は少なくなりました。」
・「昨年は沈黙があり、自分も困っているし、相手も困っているという気まずい空気が流れたの
ですが、今年はシーンとはならないように気を付けました。」
・「前よりも分かりやすかったです。画面の左の方には辞書があったので、ちょっとわからない
単語があった時に調べられたし、先生に言いたいことがあれば、すぐに調べられたので、話す
回数も増えていきました。」
・「中学2年生の時よりも積極的に自分から話してみたり、英語で会話するのは楽しかったで
す。」
・「緊張して正しい文を作ることがあまりできなかったが、昨年よりはよかった。」
ここからは、Weblio 英会話のオンライン辞書機能やチャット機能、講師側の映像画面が昨年
度のそれよりもかなり小さく、心理的圧迫感が小さいといった特性もプラスに働いている側面が
見て取れる。費用面で有利である点、事前準備が簡易である点などWeblio 英会話には他社と比
較して優れた部分が多いように思われるが、今後の実施に関しては授業内容や講師の質に関して、
他社との比較検討が必要である。
昨年同様、生徒には否定的な感想も若干はあったものの、英語でコミュニケーションすること
で英語を話すことに慣れ、英語を話すことを楽しく感じるようになり、それによって英語を話す
ことに対する心理的抵抗感を軽減するという効果は生徒達自身十分感じていたようである。
6．課 題
（1）学力面と実施時期について
学力面に関して、昨年度の中学2年生、今年度の中学3年生は在籍数も多く、入学以来英語以
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外の学力や学習状況に関しても良好な状態を保っており、その点は4月に実施された文部科学省
の全国学力学習状況調査でも全国平均を上回っている。
英語の学習状況、学力に関しては、生徒たちには学力差はあるものの、積極的に学習に臨む姿
勢が見られ、特に英会話授業を好む生徒が多い。
国際交流やグローバルな事柄に関する興味や関心の高さに関しては、個人差はあるものの、他
学年と比較しても国際交流の機会への関心は高い。6月に行われた香港の中学生、高校生との交
流には、積極的に参加し、英語での会話を楽しむ様子が見られた。
実施時期については以下のとおりである。純心中学校では年間を通じていくつかの英語関連活
動・学習を実施している。5月から夏休み明けにかけては英語暗唱弁論大会、10月末のベネッセ
全国学力推移調査、1月～2月の実用英語技能検定試験全員受験など、通常の英語教育カリキュ
ラムに加えて、生徒への指導が必要となり、授業担当者は授業時間内外で、クラス全体または個
別の生徒を対象に、こうした多くの機会に向けて細やかな指導を実施している。これらに加えて
中学3年生は、高校進学を控え年明けから実施される校内での複数の学力テストに備えた対策も
実施する。従って年度が明け、落ち着いてから夏休みまでの5月～7月は、中学校総合体育大会、
前期中間試験など生徒も教職員も多忙であることに変わりはないものの、オンライン授業を実施
するには最もふさわしい比較的、時間にゆとりのある時期ということになる。
（2）実施環境について
オンライン授業実施のため、昨年同様にCALL室機材の調整整備が必要となり、本校の ICT
担当者にはネット環境の確認テストや調整、CALL室管理業者とのやり取りや業者による調整の
依頼や交渉、授業開始時から安定したネット接続環境が確認できるまで立ち会いなど、準備から
実施に至るまで非常に多くの助力を受け、何とか5回を終了できた。回線は昨年よりも大きくな
り、つながりやすくなっているが、実施人数が25名程度を超えると不具合が表れやすくなり、そ
の点は通信速度や容量とは別の要因による可能性が高いと ICT担当者から報告を受けている。
8．ま と め
昨年同様、5月から7月にかけて計5回、それぞれ25分間のフィリピン人講師とのオンライン
での1対1のレッスンを中心とする50分の英会話授業を実施した。授業回数もわずか5回と少な
かったが、これまで述べてきたように、克服すべき課題もあるものの、事前事後のリスニングテ
ストの結果、同じく事前事後の英語学習意欲に関するアンケート調査、事後の生徒へのアンケー
ト調査の結果から、それなりの成果は出たように考えられる。
純心中学校では「グローバル人材の育成」を目指してグローバル教育の充実に力を入れている。
ホームステイなどの一部の生徒に成果が出る、限定的な取り組みではなく、生徒全員が参加でき
るオンライン英会話授業は目標達成のために大いに寄与するところである。特に英語を話すこと
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への心理的抵抗感を軽減し、英語の使用を楽しく感じ、さらに英語力を身つけたいと感じさせる
効果は大きい。その他の英語学習への波及効果も大きいと思われるが、今後、この点を検証して
いかなくてはならない。またフィリピン人講師と英語でコミュニケーションすることで英語の国
際的広がりを実体験することは、グローバル化する現代世界で生きていく生徒たちにとって非常
に重要なことである。今回このような貴重な機会をいただいたことを、生徒とともに感謝する。
注
1）2017（平成29）年度の取り組みについての結果報告は畠山、里、脇山（2018）を参照。
2）ウェブリオ株式会社。オンライン総合辞書「Weblio」、オンライン英会話事業、翻訳事業、留学・赴任・旅
行・海外進出の支援事業などを展開。本社は東京都新宿区。2005年8月設立。https://www.weblio-inc.jp/
company/
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